平成１８年度　２級建築士試験　学科試験問題

〔 建築構造 〕

【ＮＯ．１】

　図のような平行な二つの力P1、P2によるA、B、Cの各点におけるモーメントMA、MB、MCの値の組合わせとして、正しいものは、次のうちどれか。ただし、モーメントの符号は、時計回りを正とする。
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MA
MB
MC

１
24 kN･m
24 kN･m
24 kN･m

２
24 kN･m
24 kN･m
48 kN･m

３
24 kN･m
-24 kN･m
48 kN･m

４
-24 kN･m
-24 kN･m
-24 kN･m

５
-24 kN･m
-24 kN･m
-48 kN･m

【ＮＯ．２】
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　図のような断面において、図心の座標(X0,Y0)の値として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、X0=Sy/A、Y0=Sx/Aであり、Sx、SyはそれぞれX、Y軸まわりの断面一次モーメント、Aは全断面積を示すものとする。

X0　(cm)
Y0　(cm)

１
25.0
50.0

２
25.0
42.5

３
25.0
37.5

４
17.5
27.5

５
17.5
17.5

【ＮＯ．３】
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 図のような荷重を受ける単純梁のA点における曲げモーメントの値として、正しいものは、次のうちどれか。
　１　12kN･m

　２　27kN･m
　３　45kN･m

　４　54kN･m

　５　72kN･m

【ＮＯ．４】

　図のような剛体に結合されている部材A～Dが、弾性変形の範囲内で同一の変形(伸び)となるように力Pを下方に加えた場合、部材A～Dに生じる垂直応力度の大小関係として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、部材A～Dの断面積は同一とし、ヤング係数E及び長さは下表に示す値である。また、部材A～D及び剛体の自重は無視するものとする。
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部材
ヤング係数 E
(kN/m2)
部材の長さ l

(mm)

A
200
200

B
200
100

C
100
100

D
100
200

　１　A=B>C=D

　２　A>B=D>C

　３　A=D>B=C

　４　B>A=C>D

　５　B>A>C>D

【ＮＯ．５】

[image: image5.png]4kN

£ W= 4kN/m

e

3m 3m




　図のような外力を受ける静定ラーメンにおいて、支点A、Bに生じる鉛直反力RA、RBの値の組含せとして、正しいものは、次のうちどれか。ただし、鉛直反力の方向は、上向きを「＋」、下向きを「－」とする。


RA
RB

１
-4kN
+12kN

２
+8kN
0kN

３
+9kN
-1kN

４
+12kN
-4kN

５
+16kN
-8kN

【ＮＯ．６】
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　図のような材の長さ及び材端の支持条件が異なる柱A、B、Cの弾性座屈荷重をそれぞれPA、PB、PCとしたとき、それらの大小関係として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、すべての柱の材質及び断面形状は同じものとする。
　１　PA>PB>Pc

　２　PA=PC>PB

　３　PA>PC>PB

　４　PB>PA=PC
　５　PB>PA>PC
【ＮＯ．７】

　図のような荷重を受ける静定トラスにおいて、部材A、B、Cに生じる軸方向力の組合せとして、正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力は、引張力を「＋」、圧縮力を「－」とする。
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A
B
C

１
-2kN
+√2kN
+1kN

２
-2kN
+√2kN
-1kN

３
-2kN
-√2kN
-1kN

４
+2kN
+√2kN
-1kN

５
+2kN
-√2kN
+1kN

【ＮＯ．８】

　建築基準法に従って、支持形式が支持ぐいである基礎ぐいの許容支持力を算出する場合、最も関係の少ないものは、次のうちどれか。

　１　基礎ぐいの先端の地盤の許容応力度
　２　基礎ぐいの周囲の長さ
　３　基礎ぐいの打ち込み用おもりの有効自重
　４　基礎ぐいとその周囲の地盤との摩擦力
　５　基礎ぐいの先端の宥効断面積
【ＮＯ．９】

　構造計算における固定荷重及び積載荷重等に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　住宅の居室における床の単位面積当たりの積載荷重の値にづいては、一般に、「柱の構造計算

　　　をする場合」より「床の構造計算をする場合」のほうが大きい。
　２　積雪の単位荷重は、多雪区域と指定された区域外においては、積雪量1cmごとに20N/m2以上と

　　　する。
　３　固定荷重は、骨組部材・仕上材料等のような構造物自体の重量及び構造物上に常時固定されて

　　　いる物体の重量による荷重である。
　４　建築物の各部分の積載荷重において、倉庫業を営む倉庫の床については、実況に応じて計算し

　　　た値が3,900N/m2未満の場合であっても3,900N/m2として計算する。
　５　屋根の積雪荷電は、雪止めのない屋根の場合、屋根勾配が緩やかになるほど小さい。
【ＮＯ．１０】

　構造計算における設計用地震力に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　建築物の地上部分の地震力は、多雪区域と指定された区域外では、当該建築物の各部分の高さ

　　　に応じて、当該高さの部分が支える固定荷重と積載荷重との和に、当該高さにおける地震層

　　　せん断力係数Ciを乗じて計算する。
　２　地盤が著しく軟弱な区域として指定された区域内における木造の建築物の標準せん断力係数は、

　　　原則として、0.2とする。
　３　振動特性係数Riは、建築物の設計用一次固有周期及び地盤の種別に応じて算出する。
　４　建築物の各階における地震層せん断力係数Ciは、一般に、上階になるほど大きくなる。
　５　地震地域係数Zは、各地域ごとに予想される地震動の強さに基づいて定められている。
【ＮＯ．１１】

　木造建築物における用語とその説明との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　１　パンチングシア　…　釘接合部において、釘頭が合板のような側材を貫通する破壊形態のこと

　　　　　　　　　　　　　である。
　２　振れ止め　　　　…　材幅に比べてせいの高い曲げ材を用いる場合において、「支持部の移動

　　　　　　　　　　　　　及び回転」や「スパンの大きい梁中央部での横座屈」を防ぐ部材である。
　３　まぐさ　　　　　…　天井材であるボード類等の取付け下地として設けられ、ボード類等の

　　　　　　　　　　　　　荷重を支える部材である。
　４　耐力壁　　　　　…　水平力及び鉛直力に対して抵抗する壁のことで、ボード類等の面で抵抗

　　　　　　　　　　　　　するもの、筋かい等の線で抵抗するもの及びこれらを併用して抵抗する

　　　　　　　　　　　　　形式がある。
　５　火打　　　　　　…　小屋組、床組における水平面において、斜めに入れて隅角部を固める

　　　　　　　　　　　　　部材である。
【ＮＯ．１２】

　木造2階建の建築物の構造設計に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　耐力壁は、平面的にだけでなく、立体的にも釣り合いよく配置する。
　２　軸組構法において、柱の配置が上下階で不均等になる場合には、力の伝達が複雑になり、梁や

　　　桁の荷重分担が大きくなることがある。
　３　同一建築物において、鉄筋コンクリート構造・鉄骨構造等の異種構造が併用される場合には、

　　　各構造の特性、荷重の分担形式等を考慮する。
　４　土台は、軸組や壁組等を介して伝えられる力に対して十分な強度・剛性を有するものとし、

　　　基礎に緊結して力を伝達できるようにする。
　５　木材の圧縮筋かいをたすき掛けとする場合は、座屈に配慮して、欠込みは相欠きとする。
【ＮＯ．１３】

　木質構造の接合部に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　ボルト接合部において、せん断を受けるボルトの間隔は、木材の繊維に対する加力方向の違い

　　　に関係なく一定とする。
　２　継手や仕口は、その種類によって力に対する抵抗性能が異なるので、接合部の応力に応じた

　　　ものを採用する。
　３　釘接合部及びボルト接合部において、施工時の木材の含水率が20%以上の場合には、接合部の

　　　許容せん断耐力を低減する。
　４　接合部の許容耐力は、クリープ等の変形による影響を受ける。

　５　接合部の木材の含水状態が、使用環境条件下において接合部の金物類に錆を生じさせるおそれ

　　　のある場合には、耐用年数に応じた防錆処理を施す。
【ＮＯ．１４】

　鉄筋コンクリート構造に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　梁のせいは、クリープ等の変形の増大による使用上の支障が起こらないことを計算において

　　　確かめない場合には、梁の有効長さの1/10を超える値とする。
　２　せん断ひび割れが生じた後の梁は、ひび割れに挟まれた斜めのコンクリート部分が圧縮に働き、

　　　せん断補強筋と主筋とが引張りに働いて、トラス機構を形成してせん断力に抵抗する。
　３　鉄筋コンクリート造のスラブを梁と一体に打設する場合には、一般に、梁の剛性については、

　　　スラブと一体としたＴ形梁として計算する。
　４　鉄筋コンクリート造のスラブは、一般に、面内の剛性が大きいので、建築物に水平力が作用し

　　　た場合、そのままの形で移動するものと仮定して、部材に生じる力を算定する。
　５　高さが5mの建築物において、柱の主筋に異形鉄筋を用いた場合には、その末端のすべてを直線

　　　定着とすることができる。
【ＮＯ．１５】

　図のような平面を有する壁式鉄筋コンクリート造平屋建の建築物の構造計算において、Ｘ方向の壁量の値として、最も近いものは、次のうちどれか。ただし、階高は3m、壁厚は12cmとする。
　１　29.2 cm/m2

　２　27.5 cm/m2

　３　16.7 cm/m2
　４　15.0 cm/m2

　５　12.5 cm/m2

[image: image8.png]0T

t
I
| 1.5m
t

RICTS

— |

om





【ＮＯ．１６】
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　図のように配筋された柱の帯筋比Ｐwを求める式として、正しいものは、次のうぢどれか。ただし、地震力は、図に示す方向とする。
　　凡例　ａt　：　主筋1本当たりの断面積

　　　　　ａw　：　帯筋1本当たりの断面積

　　　　 b、d　：　柱の幅

　　　　　　x　：　帯筋間隔

　１　Ｐw＝ ａw／bx

　２　Ｐw＝2ａw／bx

　３　Ｐw＝ ａw／bd

　４　Ｐw＝2ａw／bd

　５　Ｐw＝8ａt／bd

【ＮＯ．１７】

　鉄骨構造に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　座屈を拘束するための補剛材には、剛性と強度が必要である。
　２　Ｈ形断面梁の設計においては、横座屈を考慮する必要がある。
　３　細長比が小さい部材ほど、許容圧縮応力度は大きい。
　４　露出型柱脚の設計においては、柱脚の固定度に応じて回転剛性を考慮し、曲げ耐力を評価する

　　　必要がある。
　５　鉄骨部材は、板要素の幅厚比や鋼管の径厚比が小さいものほど、局部座屈を起こしやすい。
【ＮＯ．１８】

　鉄骨構造の溶接接合に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　柱梁接合部において、スカラップは、応力集中により部材の破断の原因となることもあるので、

　　　スカラップを設けない方法もある。
　２　エンドタブは、突合せ溶接の始端部・終端部における欠陥の発生を避けるために用いる。
　３　重ね継手の隅肉溶接において、溶接する鋼板のかど部には、まわし溶接を行ってはならない。
　４　側面隅肉溶接の有効長さが、隅肉溶接のサイズの30倍を超える場合には、応力の不均等分布を

　　　考慮して、許容応力度を低減する。
　５　溶接線を軸とする曲げが作用する部位には、片面溶接による部分溶込み溶接を行ってはなら

　　　ない。
【ＮＯ．１９】

　建築物の構造計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　極めてまれに起こる地震に対しては、建築物が倒壊や崩壊しないことを確認する。
　２　免震構造は、一般に、建築物と基礎との間に積層ゴム支承やダンパー等を設置し、地震時の

　　　振動エネルギーを吸収する構造である。
　３　鉄骨構造においては、一般に、柱梁接合部パネルよりも梁又は柱が先に降伏するように設計

　　　する。
　４　制振構造は、振動を制御する装置や機構を建築物内に組み込んだ構造である。
　５　一般に、地震力によって生じる各階の層間変形角の差が大きくなると、耐震上有利になる。
【ＮＯ．２０】

　木材の一般的な性質に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　板目材は、乾燥すると、木表側に凹に変形する。
　２　木材の乾燥収縮率は、繊維方向より年輪の接線方向のほうが大きい。
　３　辺材は、心材に比べて、腐朽しやすい。
　４　木材の強度は、含水率が30%のときより15%のときのほうが小さい。
　５　木材の繊維方向の許容応力度は、せん断より圧縮のほうが大きい。
【ＮＯ．２１】

　コンクリートの一般的な性質等に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　コンクリートの引張強度は、圧縮強度の1/10程度である。
　２　コンクリートの線膨張係数は、常温時においては、鉄筋の線膨張係数とほぼ等しい。
　３　コンクリートの単位水量を増大させると、耐久性は低下する。
　４　コンクリートの短期許容圧縮応力度は、設計基準強度に2/3を乗じた値である。
　５　コンクリートの中性化の進行は、水セメント比が大きいものほど遅くなる。
【ＮＯ．２２】

　鋼材に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　常温における鋼材のヤング係数は、すべての鋼種において205×10^3N/mm2程度である。
　２　鋼材の硬さは、引張強さと相関があり、ビッカース硬さ等を測定することにより、その鋼材の

　　　引張強さを換算することができる。
　３　一般構造用圧延鋼材SS400は、引張強さ400N/mm2級の鋼材として、建築物に用いられることが

　　　最も多い。
　４　建築構造用圧延鋼材は、SM材と呼ばれ、JISにより建築物固有の要求性能を考慮して規格化され

　　　た鋼材である。
　５　鋼材は、瞬間的に大きな負荷がかかったり、低温状態で負荷がかかったりすると、ぜい性破壊

　　　しやすくなる。
【ＮＯ．２３】

　セメント及びコンクリートに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　早強ポルトランドセメントは、普通ポルトランドセメントに比べて、より細かい粉末で、水和

　　　熱が大きいので、早期に強度を発現する。
　２　中庸熱ポルトランドセメントは普通ポルトランドセメントに比べて、水和熱や乾燥収縮が小さ

　　　く、ひび割れが生じにくい。
　３　セメントは、水和後、時間が経過して乾燥するにしたがって強度が増大する気硬性材料である。
　４　プレストレストコンクリート構造は、PC鋼材によって計画的にプレストレスを与えたコンクリ

　　　ート部材を用いた構造である。
　５　プレキャスト鉄筋コンクリート構造は、あらかじめ工場などで製作した鉄筋コンクリート製の

　　　部材を現場で組み立ててつくる構造である。
【ＮＯ．２４】

　建築材料に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　テラゾタイルは、主として室内の床などに使用される。
　２　酢酸ビニル樹脂系エマルション形接着剤は、耐アルカリ性に優れているので、コンクリート面

　　　にタイルを張るのに適している。
　３　大理石は、耐酸性に劣り、屋外では風化しやすいので、主として室内の装飾に用いられる。
　４　合わせガラスは、破損時における脱落や飛散を防ぐことができる。
　５　せっこうラスボードは、せっこうプラスター塗壁の下地材として用いられる。
【ＮＯ．２５】

　建築材料とその用途との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　１　ロックウール　　　　　　　　…　遮音材
　２　木毛セメント板　　　　　　　…　吸音材
　３　けい酸カルシウム板　　　　　…　耐火被覆材
　４　押出法ポリスチレンフォーム　…　断熱材
　５　アクリルゴム　　　　　　　　…　防水材
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